
、

「

」

。

秋
田
県
公
文
書
館
に
は

戦
国
時
代
の
書
状
を
多
く
含
む

秋
田
藩
家
蔵
文
書

が
あ
り
ま
す

あ

き

た

は

ん

か

ぞ

う

も

ん

じ

ょ

今
号
の
「
古
文
書
倶
楽
部
」
で
は
「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
八
（
Ａ
２
８
０
―
６
９
―
８
）
に
あ

る
直
江
兼
続
（
大
河
ド
ラ
マ
「
天
地
人
」
の
主
人
公
）
の
書
状
を
紹
介
し
ま
す
。

な

お

え

か

ね

つ

ぐ

朱
書

(

直
江
山
城
守
兼
継
書)

追
て
直
ニ
可
申
上
候
へ
共
、

無
お
（
ん
）

御

心

元
可
被
思
召
候
条
、
貴
所

こ
こ
ろ
も
と
な
く
お
ぼ
し
め
さ
る
べ
く

御
心
得
之
候
様
ニ
な
さ
れ
尤

候
。

も
っ
と
も
に
そ
う
ろ
う

爰
元
之
儀
ハ
可
御
心
安
候
。
以
上

こ
こ
も
と

幸
便
之
条
申
入
候
。
仍
て

只
今
白
川
よ
り
申
来
候
ハ
、

し

ら

か

わ

上
方
散
々
ニ
罷

成

候
由

ま
か
り
な
り
そ
う
ろ
う

相
聞
得
申
候
。
左
様
ニ
候
へ
ハ

あ
い
き
こ
え
も
う
し
そ
う
ろ
う

関
東
口
ハ
心

安
罷
成
候
条

こ
こ
ろ
や
す
く

但
馬
守
米
沢
へ
被
指

た

じ

ま

の

か

み

さ

し

こ

越
、
自
然
正
宗
白
石

さ

れ

ま

さ

む

ね

お
も
て
か
米
沢
辺
へ
相

動
候
時
分
、
い
つ
か
た
へ
成
共

懸

助
候
様
ニ
被

仰
上
尤
候
。

か
か
り
た
す
け

お

お

せ

あ

げ

ら

れ

当
表
之
儀
、
随
分
申
付
候
条

見
合
候
て

御
直
馬
之

み

あ

わ

せ

じ

き

う

ま

御
左
右
申
上
候
儀
も
可

そ

う

こ

れ

有
之
候
。
内
々
其
御

あ

る

べ

く〈
語
句
〉

但
馬
守

大
国
実
頼
（
兼
続
の
弟
）

正
宗

伊
達
政
宗

直
馬
の
御
左
右

上
杉
景
勝
の
供
回
り

秋
田
藩
家
蔵
文
書
と
は

元
禄
九
年

一
六
九
六

藩
主
佐
竹
義
処

（

）

よ

し

ず

み

は
、
藩
士
が
持
っ
て
い
る
系
図
や
古
文
書

の
提
出
を
命
じ
ま
す
。
藩
士
が
提
出
し
た

古
文
書
は
、
城
内
に
設
置
さ
れ
た
文
書
所

で
写
さ
れ
、
原
本
は
藩
士
に
返
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
文
書
所
で
写
し
た
資
料
は
後

「

」

、

年

秋
田
藩
家
蔵
文
書

と
名
付
け
ら
れ

現
在
秋
田
県
公
文
書
館
に
六
十
一
冊
あ
り

ま
す
。

秋
田
藩
家
蔵
文
書
に
は

藩
士
が
持
っ
て
い
た
古
文
書
を
写
し
た

、

。

も
の
な
の
で

様
々
な
史
料
が
あ
り
ま
す

佐
竹
義
重
を
始
め
と
す
る
北
関
東
の
武
将

や
秋
田
氏
や
小
野
寺
氏
と
い
っ
た
出
羽
の綸

武
将
の
書
状
、
中
に
は
後
醍
醐
天
皇
の

旨
や
豊
臣
秀
吉
の
書
状
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
直
江
兼
続
の
書
状
は
、
横
手
給
人

き
ゅ
う
に
ん

箭
田
野
新
右
衛
門
が
持
っ
て
い
た
も
の
で

や

た

の

す
。
し
か
し
こ
の
書
状
の
宛
先
は
安
上
様

と
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
安
上
宛
の
直
江
兼
続

の
書
状
を
箭
田
野
が
持
っ
て
い
た
の
か
は

不
明
で
す
。
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用
意
専

一

候
。
大
切
之

せ
ん
い
つ
（
に
）
そ
う
ろ
う

儀
ニ
候
条
、
う
ら
か
た
な
と
も

御
さ
せ
候
て
、
内
々
御
心
持

候
へ
く
候
。
自
然
此
口
へ

そ
う
ろ
う
べ
く
そ
う
ろ
う

加
勢
か
又
正
宗
罷
出
候
ハ
ヽ

両
国
共
ニ
相
済
候
様
ニ

仕

度
候
。
と
か
く
此
方

つ
か
ま
つ
り
た
く

之
儀
ハ
急
度
申
付
候
条

き

っ

と

御
気
遣
有
之
ま
し
く
候
。

こ

れ

あ

る

恐
々
謹
言

朱
書

(

考
慶
長
五
年
也)

直
山

（

）

九
月
廿
一
日

兼
続

花
押

安
上
様
参
人
々
御
中

〈
語
句
〉

両
国

陸
奥
と
出
羽

考
慶
長
五
年
也

秋
田
藩
庁
の
文
書
所

で
判
断
し
た
推
定
年

の
朱
書

安
上
様

上
杉
家
家
臣
の
安
田
上
総
介

能
元

慶
長
五
年
九
月
十
五
日
に
…

関
ヶ
原
の
戦
い
が
起
こ
り
ま
し
た
。
話

は
徳
川
家
康
が
会
津
の
上
杉
景
勝
を
征
伐

し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
家
康
が
上
方
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
石

田
三
成
が
挙
兵
。
算
段
ど
お
り
に
行
け
ば

家
康
は
上
杉
と
石
田
の
挟
み
撃
ち
に
な
る

と
こ
ろ
で
し
た
。
し
か
し
家
康
は
す
か
さ

ず
軍
を
上
方
に
向
け
、
関
ヶ
原
で
石
田
三

成
を
破
り
ま
す
。
一
方
、
家
康
が
来
な
い

こ
と
を
知
っ
た
上
杉
景
勝
は
、
家
臣
の
直

江
兼
続
に
徳
川
方
に
属
し
た
最
上
義
光
を

も

が

み

よ

し

あ

き

攻
め
さ
せ
ま
す
。
こ
の
書
状
は
直
江
兼
続

が
最
上
領
の
長
谷
堂
城
（
現
山
形
市
）
を

は

せ

ど

う

攻
め
て
い
る
時
に
書
い
た
も
の
で
す
。

こ
の
書
状
は
…

文
中
の
「
上
方
散
々
」
を
ど
う
捉
え
る

、

。

か
で

意
味
が
大
き
く
異
な
っ
て
き
ま
す

す
な
わ
ち
戦
後
六
日
で
関
ヶ
原
の
情
報
が

伝
わ
っ
た
と
考
え
る
と
、
石
田
方
の
敗
北

を
意
味
し
ま
す
。
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
考

え
る
と
、
関
ヶ
原
の
戦
い
以
前
に
岐
阜
城

が
落
城
し
た
こ
と
や
大
垣
城
で
石
田
方
が

劣
勢
に
な
っ
て
い
る
様
子
と
い
う
こ
と
に

な

り

ま

す

。

（

畑

中

康

博

）

「
秋
田
藩
家
蔵
文
書
」
に
は
こ
の
他
に
も
直
江
兼
続
の
書
状
や
上
杉
謙
信
、
景
勝
の
書
状
が
あ
り

ま
す
。
閲
覧
室
に
複
製
本
を
置
い
て
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
公
文
書
館
で
は
、
六
月
二
十
七
日
か
ら
講
座
「
古
文
書
入
門
コ
ー
ス
」
を
、
七
月
二
十
八
日

か
ら
講
座
「
古
文
書
解
読
コ
ー
ス
」
を
開
講
し
ま
す

「
入
門
コ
ー
ス
」
で
は
直
江
兼
続
の
書
状
を
解

。

説
す
る
講
座
も
あ
り
ま
す
。
皆
様
ふ
る
っ
て
御
応
募
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
「
公
文
書
館
講
座
の
お

し
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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